
市治宇府都京行発

ご〒
宇傘

１４う心0
7

7
4

く
豊

１１
年
荊

3991ぐ

な
需

匹
Ｔ

Ｗ
　
「
「

み
　
　

ム
”
４

悩
　
　
・
’
／

－
一
１

Ｓ
５
一
　
　
　
一

‥
‥
※
．

診
　
　
ｙ
‥
‥
一
一
一
一

ご　
　
Ｉ

こ　
　
１

広
Ｆ

　
　
１

　
　
Ｉ

驚

号只
）

Ｑ
Ｑ

ｑ
Ｗ

第

ｊ　
時

　
６

　
後

　
午

　
一

　
時

　
９

　
前

　
午

　
日

　
毎

　
く

　
除

日
曜

八曜
２
　

日
第

ぐ

「
戦
争
か
あ
っ
た
こ
と
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
」
小
・
中
学
生
4
0
人
が
広
島
を
訪
問

川
被
　
、
子
も
2
9
記
た
そ
に

で
　
せ
原
年
月
和
供
　
｀
胸

人
ｊ
'
■
Ｈ
の
今
７
平
子
さ
の

た
　
一
　
″
．
初
　
・
が
や
　
ヽ
し
そ

き
に
わ
類
夏
人
話
て
ろ
と

尽
い
こ
人
の
4
0
の
し
恐
り

力
た
を
に
目
生
者
通
の
か

　
｀
み
顔
島
回
年
場
を
器
゜

き
だ
瞬
広
4
8
1
被
験
兵
し
　
゜

行
か
Ｅ
　
　
ヽ
学
　
・
体
核
を
う

て
い
’
‘
一
ら
中
問
の
　
ヽ
さ
よ

っ
の
沁
る
か
・
訪
ど
さ
貴
し

は
体
μ
返
て
生
を
な
惨
の
で

て
死
供
り
れ
年
島
学
悲
和
と

め
　
・
冴
振
さ
６
広
見
の
平
こ

求
い
に
を
と
学
　
ヽ
の
争
＆
だ

を
ぱ
話
川
落
小
に
館
戦
あ
ん

水
っ
の
の
が
の
日
料
　
ヽ
今
込

ｒ
い
者
ろ
弾
内
3
0
資
は
て
み

　
は
爆
後
爆
市
・
念
ち
し
刻

¨
　
’
吸

Ｉ
。
。
。

一

介
つ

「
ご

し
・

…
♂

ｙ

ｅｅ

一一

一

Ｓ

一
’ぎ

卜
代
表
二
人
は
、
原
爆
の
後
遺
症
で
今
な
お

　
活
を
送
る
人
た
ち
を
慰
問

ｒ
へ

｀

’

゛

仁

’

‐

ｙ

ｔ

／

ｒ

た
っ
で

が
館

曲
料

と
資

り
念ヤ

記
二
和

グ
平

　
Ｘ
　
Ｏ

に
る

熱
入

高
見

の
に

り
車

ま
転

あ
自

▲

あ
な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

る
　
一

入
　
一

き
　
一

聴
　
一

に
　
　
一

談験体の者爆被Ｉ▲

平
和
を
願
う
催
し

企
画
管
理
部
総
務
課
（
四
内
線
２
０
５
２
）

　
平
和
図
書
展

　
－
平
和
へ
の
祈
り
ー

　
　
　
戦
争
を
考
え
る
本

　
０
８
月
2
9
日
㈲
ま
で
（
月
曜

を
除
く
）
、
’
午
前
９
時
～
午
後

５
時
○
中
央
図
書
館

　
平
和
祈
念
映
画
会

　
０
０
０
月
1
4
日
出
、
午
後
Ｌ
時

～
と
４
時
～
の
２
回
（
）
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
ｏ
「
戦

争
と
青
春
」
「
さ
よ
シ
な
ら
カ

バ
く
ん
」
の
２
本
立
て

一一一

平成6年度　新規採用

市職員を募集
受け付けは8/16(月)～27(金)

　
情
熱
を
持
ち
、
意
欲
あ
ふ
れ

る
人
盈
沓
り
ま
す
。

ロ
ー
般
事
務
職
…
昭
和
4
2
年
４

　
月
２
日
～
5
1
年
４
月
１
日
に

　
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の

　
学
力
を
有
す
る
人
（
学
歴
は

　
不
問
）
工
芋
名

口
土
木
技
師
・
：
昭
和
4
0
年
４
月

　
２
日
～
5
1
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
、
高
等
学
校
、
高
等
専

　
門
学
校
か
大
学
で
土
木
の
専

　
門
課
程
か
修
得
し
た
人
か
、

　
６
年
３
月
ま
で
に
修
得
見
込

　
み
の
人
＝
若
干
名

口
建
築
技
師
・
：
昭
和
4
0
年
４
月

　
２
日
～
5
1
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
、
高
等
学
校
、
高
等
専

　
門
学
校
か
大
学
で
建
築
の
専

　
平
和
祈
念
集
会

　
０
８
月
1
5
日
㈲
、
午
前
い
１
１
一
時

半
ト
正
午
○
市
役
所
平
和
の

像
前

　
平
和
企
画
展

①
写
真
展
－
子
供
た
ち
の
見
た

　
門
課
程
を
修
得
し
た
犬
か
、

　
６
年
３
月
ま
で
に
修
得
兄
込

　
み
の
人
上
右
干
名

口
保
健
婦
：
昭
和
3
4
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
婦

　
の
資
格
太
ら
か
。
６
年
５

　
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
女

　
子
＝
若
干
名

口
消
防
職
＝
・
昭
和
4
2
年
４
月

　
２
日
～
5
1
年
４
月
１
日
に
生

　
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学

　
力
を
有
し
（
学
歴
は
不
問
）

　
通
勤
時
間
が
１
時
間
以
内
の

　
男
子
＝
若
干
名

　
な
お
、
ど
の
職
種
も
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
公
務
員

法
第
1
6
条
の
規
定
に
よ
る
欠
格

条
項
（
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産

者
な
ど
）
に
該
当
す
る
犬
は
受

験
で
命
唇
一
ん
。

　
【
第
１
次
試
験
一

▽
と
き
・
：
９
月
1
9
日
面
、
午
前

　
８
時
4
0
分
～

▽
と
こ
ろ
…
宇
治
中
学
校

▽
申
し
込
み
：
車
治
市
指
定
の

　
履
歴
書
と
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
最
近
６
ヵ
月

　
以
内
の
写
真
を
ほ
り
、
消
防

　
職
は
消
防
本
部
総
務
課
（
Ｓ

　
内
線
2
6
5
3
）
へ
、
そ

　
れ
以
外
の
職
種
は
職
員
課

　
（
昔
内
線
2
0
6
3
）
へ
、
提

　
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
郵
送
は

　
不
可
）
。
実
施
要
項
、
履
歴

　
書
、
申
込
書
は
各
職
種
の
申

　
込
書
提
出
先
に
あ
り
ま
ず

▽
受
付
期
間
・
：
８
月
1
6
日
側
～

　
2
7
日
岡

広
島
０
８
月
1
2
日
出
ま
で

②
絵
画
展
―
広
島
市
民
が
描
い

た
原
爆
の
絵
０
８
月
1
3
日
面

～
1
9
日
出

　
い
ず
れ
も
、
市
役
所
１
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
（
開
庁
時
だ

け
）
。

●●
・・

8
月
1
5
日
(
日
)
正
午

１
分
間
の
黙
と
う
を

●●
・

●

ｆ
●
●
●
●
・
一
一
●
●
●
一
・
一
●
１

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

2
9

9
｀

］

‥］‥

］‥‥

４一一

Ｉ一一ＩＳ一一一一一

ん
吐
煮

副

ぶ

池
｝

~
｡
こ
　
犬

ｊ
『
　
”
゛
ア
　
　
’

ｍ
　
に
ヽ
－

　
＊
ｒ
ｖ
ｆ
＼

ふ
市
ｔ

、

砿
万
一
い

一
薇
～

濾

フ

ｔ
　 　

］
ｌｌｌ‥ｌ‥

］］
‥一‥

一轡一ｉ一ＩＩＩ一一嚇争・

一一一
１
－

ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ

－
ｉ

一ｒ
－
ｉＩ

Ｌ

ｒ
一

一－
！

－
Ｉ

－
Ｉ―

－
―
Ｉ

－
ｄ
ｌＩ

－
一
一

――！
―
ｉ

－
Ｉ
ｒ
ｌ

－
Ｉ

－
・

一
―
－

ｒ
ｌ―
Ｉ

ｒ
－

－
―ｌ
ｊ

－
－―
－

－
―
―
―
・

一
ｔ
－

ｒ
Ｉ！
－

－
Ｉ
ｒ
－―

－

－
Ｉ

－
－
‐
－―
－

―
－

Ｉ
－

―
―

－
－

－
―

－
－―
・

－
ｄ９
Ｉ

ｒ
－

－
―
－
－―
一

一－
－

－
－

－
－

－
－
－
１

｛－
－

－
――
－

―
－

－
－ｊ

一－
・

一一
１
｝

―
―

―
―

－
―

－
－
－
－

－
－
－
・

一一
―
Ｉ

―
Ｉ

―
Ｉ

讐
Ｑ

Ｆ
Ｉ

ｒ
－９

－
―
－

η
４Ｉ

－
―
－

－
―ｌ
ｌ

ｒ
ｈ

一
―
－

―
－

―
－

－
・

一ｌ
ｊ
一

―
Ｉ

―
Ｉ
―
ｉ

｝
ａ

―
―

¶
―
―
ｊ

－
ｉ

ｒＩ
一
一

―
・

＝

一一一一一一 ”‥‥”

一一一一一



即
行発日１ １

］

月
只
）

ｊ
年ｒ

ａ
成平ぐ年

39 91

　　市では、秋の各種がん検診の申し込み受け付けを始めます。がん

治療の第１歩は、早期発見・早期治療です。この機会にぜひ検診を

受けましょう。まずは左の実施要項を見てください。
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表１　胃がん検診の日程と会場
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乳
が
ん
は
自
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き
る
唯
一
の
が
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で
す
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月
一
回

　
（
毎
月
生
理
が
終
わ
っ
て
四
～
五
日
後
に
、
閉
経
後
は
毎
月
、
日

を
決
め
て
）
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異
常
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
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四

大

必
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
人
一
帯
　
　
　
送
し
す
票
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登

i
l
i
i
a
　
　
　
　
ん
診
　
　
Ｕ
　
　
診
診
診
　
　
　
　
昌
門
　
　
″
一
四
已
匹
　
　
　
。
　
劈
　
　
ぐ
。

ヅ
汐
≒
　
　
ま
な
』
ヨ
ド
誤
』

響
に
一
言
ぞ
っ
二
難
芸

一
。

　
　
　
　
対
象
　
　
検
査
内
容
　
　
　
検
　
診
　
料
　
　
　
　
受
診
方
法
　
　
　
日
程
・
会
場
　
一
一
わ
心
　
一

あ
な
た
の
歯
は
大
丈
夫
？

　歯は一生使う大切なもﾉのですが√統計

によると√実に90％の人が60歳までに歯･

槽膿漏(しそうのうろう)のなめ歯を失っ

ていることが分かっています。歯の内部

が侵される虫歯とは違って√歯槽膿漏

は歯の周囲が侵されてやがて歯が抜け

てしまう実に恐ろしい病気です。人生80

年時代を健やかに過ごすためには、いつ

までも歯を失わず、自分の歯でかむ力を

保つ必要があります。今回、宇治久世歯

科医師会の浦壁正夫さんに歯の健康管理

について伺いました。　　廠………

市
で
は
成
人
歯
科
健
康
診
査
を
、
毎
週
木
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

歯
槽
膿
漏
予
防
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
は
、
世
界
一
の
長
寿
国
に

な
り
、
人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る

ぶ
つ
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

歯
の
平
均
寿
命
は
ほ
と
ん
Ｉ
延
び

て
お
ら
ず
、
一
番
長
持
ち
ず
る
歯

で
左
（
十
二
年
で
す
。

　
牛
居
の
質
が
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
笛
に
長
生
き
ず
る
だ
け
で

は
な
ぐ
、
終
隼
入
間
β
し
ぐ
人
格

m
ｕ
さ
れ
、
’
健
康
で
充
実
し
た

忠
蓼
塞
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
之
践
喜
７
つ
て
い
未
了
。

　
私
た
ち
、
歯
科
医
師
も
歯
の
健

康
を
遥
し
て
、
皆
さ
ん
の
牛
活
の

質
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
康
司

の
人
で
は
、
二
十
一
本
以
上
歯
が

残
っ
て
い
る
の
は
五
・
六
％
だ
け

で
、
総
入
れ
歯
の
人
が
三
六
・
八

％
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人
世
帯
の

人
を
み
る
と
、
二
十
一
本
以
上
歯

が
残
っ
て
い
る
の
は
八
・
六
％
、

総
入
れ
歯
の
人
が
三
四
・
一
％
で

し
た
。

　
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
ど
ラ
ｙ
れ

ば
、
歯
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
。

科
健
診
、
あ
る
い
は
、
歯
料
医
院

を
定
期
的
に
受
診
葛
な
ど
し
て
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
か
ず
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
特
に
妊
婦
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
の
変
調
な
ど
に
よ
忿
詣
鰻

漏
に
な
り
や
す
い
の
で
、
妊
娠
安

定
期
（
妊
娠
五
ヵ
月
ご
ろ
）
に
入

っ
た
ら
、
一
度
歯
科
医
院
で
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ホ
ｙ
。

　
ま
た
、
歯
槽
膿
漏
の
予
防
と
治

療
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

　
歯
肉
の
形
と
色
で
、
歯
ぐ
き
に

炎
症
が
起
き
て
ぃ
る
か
ど
フ
か
チ

ェ
ッ
ク
で
孝
示
ｙ
。

　
ホ
ヂ
、
歯
肉
の
形
で
す
が
、
歯

と
歯
の
間
の
歯
肉
奎
兄
て
ぐ
だ
さ

い
。
こ
れ
が
き
れ
い
な
三
角
形
に

な
っ
て
い
る
の
が
正
常
で
す
。
歯

肉
が
炎
症
名
？
す
と
、
こ
こ
が

丸
み
m
ぴ
て
き
示
ｙ
。
ま
た
、

歯
の
生
え
際
の
歯
肉
が
半
円
形
に

な
っ
て
い
る
の
は
正
常
ぶ
ふ
、

　
（
歯
磨
き
）
が
大
変
重
要
で
す
か

ら
、
歯
科
医
院
な
ど
酒
指
導
夕
受

け
て
、
自
分
に
合
っ
た
適
切
な
プ

ラ
″
ジ
ン
ク
を
身
に
付
け
て
ぐ
だ

さ
い
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
来
る

べ
危
局
齢
化
社
会
に
向
け
て
今
か

ら
備
え
、
八
十
歳
少
迎
え
た
と
き

に
二
十
本
以
上
の
歯
が
あ
り
、
食

物
を
何
不
自
由
な
く
食
べ
Ｇ
れ
る

健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

こ
の
部
分
が
Ｖ
字
型
だ
と
指
晏

起
こ
し
て
い
る
疑
い
が
あ
皇
手
。

　
歯
肉
の
色
は
、
正
常
な
状
態
で

は
一
様
な
ピ
ン
ク
色
ぶ
ふ
、
歯

肉
炎
に
な
る
と
、
赤
あ
る
い
は
赤

紫
色
に
な
り
ま
す
。

５″な皿く

ン肉歯たしこ起を症炎く
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手
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9
6
　
測
テ
　
　
・

基
て
民
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し
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さ
用
　
圧
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貧
け

の
し
市
健
渡
康
だ
費
　
血
レ
恥
だ

め
施
の
と
お
健
く
査
　
　
ヽ
コ
ま
人

た
実
上
鑑
で
本
て
診
　
測
　
、
’
．
な

の
で
以
印
課
基
っ
ぐ
　
計
糖
剛
要

防
ま
歳
一
療
ｒ
行
料
　
体
血
機
必

予
㈹
4
0
法
医
　
ヽ
接
無
　
身
ぐ
肝
は

病
日
一
方
康
て
直
一
　
　
一
　
査
　
ヽ
査

人
3
1
象
診
健
っ
に
用
丿
容
検
肪
検

成
月
対
受
は
持
丿
費
担
内
液
脂
底

　
８
ト
ト
に
を
関
ト
負
ト
血
性
眼

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

　
就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
人

生
の
節
目
に
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。
左
図
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
加
入
す
今
人
は
、

三
種
類
あ
り
毒
了
。

■
第
一
号
被
保
険
者
・
：
農
林
漁

業
、
自
営
業
の
人
と
そ
の
配
偶

者
、
無
職
の
人
、
学
生
■
第
二

号
被
保
険
者
・
・
・
厚
生
年
金
、
共

　
号
号
号
　
　
号
　
　
号
　
号
　
　
号
　
号

更
３
１
３
　
　
１
　
　
２
　
２
　
　
３
　
３

変
第
第
第
　
　
第
　
　
第
　
第
　
　
第
　
第

の
　
↓
　
↓
　
↓
　
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
↓
　
　
　
↓
　
　
↓

別
入
号
号
　
　
号
　
　
号
　
号
　
　
号
　
号

種
加
２
２
　
　
３
　
　
１
　
３
　
　
３
　
１

　
未
第
第
　
　
第
　
　
第
　
第
　
　
第
　
第

　
　
　
　
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
共

　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
が
　
　
Ｉ
５

き
達
　
に
業
　
　
　
　
職
妻
　
　
合
合
婚

比
到
に
養
営
　
　
　
　
就
・
た
　
　
組
組
結

な
歳
業
扶
自
　
　
　
　
に
い
　
　
済
済
と

優
2
0
営
の
し
　
　
　
　
社
て
　
　
共
共
員

泌
後
自
夫
職
　
加
　
会
っ

ヵ
婚
し
め
退
　
増
　
め
な
　
　
　

｝
ら
皿

拙
結
職
や
を
　
が
　
や
に
　
　
金
＝
が

Ｓ
％
匹
皿
　
訃
難
昌
靉
幾

　
社
社
働
が
妻
の
　
営
の
を
が
厚
共
職

　
会
会
共
夫
た
妻
離
自
夫
き
夫
ぐ
ぐ
無

　
こ
の
ほ
べ
宇
治
市
農
業
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

改
選
が
行
わ
れ
、
二
十
二
人
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
の
仕
事
は
、
農
業
委
員

会
の
持
つ
「
新
し
い
晨
地
行
政

の
執
行
・
推
進
機
関
」
と
し
て

の
機
能
と
役
割
を
、
地
域
の
実

態
に
合
わ
せ
、
生
か
す
こ
と
で

す
。
任
期
は
三
年
で
、
平
成
五

年
七
月
二
十
日
か
ら
八
年
七
月

十
九
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
委
員
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。
ホ
是
、
会
長
に
は
寺

川
俊
夫
さ
ん
？
一
）
、
会
長
職
務

代
理
者
に
は
、
村
田
恩
治
さ
ん

（
七
一
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お

会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
の
任

期
は
、
平
成
五
年
七
月
二
十
日

か
皇
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
■

第
三
脅
被
保
険
者
・
・
・
第
石
覆

保
険
者
の
被
扶
餐
配
偶
者

　
こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
シ
な
人

は
、
希
望
に
よ
り
国
民
年
金
に

加
入
で
き
示
す
。

　
0
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人

で
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
る
人
○
6
0
歳
以
上
6
5
歳
禾

満
の
人
Ｏ
日
太
国
籍
が
あ
っ
て

外
国
に
居
住
し
て
い
る
2
0
歳
以

上
6
5
歳
未
満
の
人

　
問
い
合
わ
せ
…
国
民
年
金
課

　
（
豊
内
線
2
3
1
1
）
へ
。

公
選

植
村
文
好

片
山
哲
夫

北
川
利
仁

久
保
田
佳
延

新
谷
源
太
郎

田
中
恵
三

寺
川
俊
夫

村
田
四
苔

吉
田
利
一

市
議
会
選
任

川
口
信
博

村
田
正
治

大
西
正
宣

北
岡
利
夫

北
村
源
造

小
島
佳
剛

多
田
昭
二

辻
　
平
雄

溶
田
和
夫

山
内
祥
司

前
窪
義
由
紀

農
協
選
任

辻
　
四
郎

農
業
共
済
組
合
選
任

池
本
正
夫

１３ｎ
乙

国民年金の保険料を納め

忘れてませんか。事故のとき

や老後の年金が受けられなく

なることがありますので、気

が付けばすぐ納めましょう。

農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

　
▼
対
象
・
：
満
2
0
歳
以
上
の
人
▼
と
き
・
：
毎
週
木
曜
、

午
後
１
時
牛
～
３
時
半
▼
会
場
・
：
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
…
歯
と
歯
周
組
織
の
診
察
、
歯
の
磨
き
方
指
導

▼
費
用
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
健
康
医
療
課
（
豊
内
線

２
３
３
３
）
　
へ
電
話
か
右
の
検
診
申
込
書
を
郵
送
で
。

予
約
制
で
す
。

年に一度

は健康チ

ェック
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8
0
歳
で

2
0
本
の
歯
を

　
歯
の
数
が
少
な
ぐ
な
る
と
物
が

か
み
に
Ｉ
な
り
未
丁
。
漬
物
、

あ
ら
れ
、
か
ま
ぽ
こ
な
ど
な
ん
で

も
か
め
る
に
は
、
二
十
本
以
上
の

歯
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
未
了
。

　
そ
こ
で
、
八
十
歳
に
な
っ
て
も

二
十
本
以
上
の
歯
を
保
ち
食
物
を

不
自
由
な
ぐ
食
べ
ら
れ
、
健
康
で

充
実
し
た
隻
翠
逞
れ
る
こ
と
を

目
指
し
、
厚
生
省
で
は
、
「
八
〇

二
〇
運
動
」
を
行
っ
て
い
未
丁
。

　
し
か
し
現
実
は
、
非
常
に
厳
し

い
で
す
。
六
十
五
歳
以
上
？
ハ
を

対
象
に
し
た
宇
治
市
で
の
調
査
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
暮
β
し

　
歯
槽
膿
漏
の
予
防
は

　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
か
ら

　
大
人
が
歯
を
失
う
一
番
の
原
因

ぱ
、
虫
歯
で
は
な
く
歯
槽
膿
漏
で

ｙ
。
歯
槽
膿
漏
は
早
い
人
で
は
二

十
代
か
･
m
こ
忿
男
ま
す
。

　
最
初
は
自
覚
症
状
が
な
ぐ
進
行

し
、
歯
ぐ
き
が
腫
れ
、
出
血
し
た

９
７
み
が
出
た
ジ
し
て
、
歯
が
ぐ

９
６
に
な
っ
た
と
き
に
気
が
付

い
て
も
、
手
遅
れ
に
な
り
ま
す
。

　
歯
槽
膿
漏
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
職
場
や
市
で
行
っ
て
い
る
歯

成人歯科

健康診査
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ス
ポ

ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
1
日
出
、
午
後

１
時
～
と
３
時
半
～
の
２
回
▼
と

こ
ろ
・
：
黄
聚
体
育
館
▼
対
象
・
・
Ｂ

歳
以
上
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
・
：
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
費
・
・
・
1

0
0
0
円
▼
申
し
込
み
…
1
5
日
Ｓ
、

午
前
９
時
～
、
顔
写
真
（
３
ｔ
Ｘ

２
・
５
ｔ
）
１
枚
夕
痔
っ
て
同
館

（
容
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。

募
集

　
市
立
保
育
所

　
臨
時
職
員
の
登
録

　
▼
職
種
・
：
保
母
（
資
格
を
持
つ

人
か
、
保
育
に
意
欲
の
あ
る
人
）
、

調
理
、
用
務
▼
時
給
・
・
・
保
ほ
＝
７

３
３
円
、
調
理
・
用
務
＝
７
０
７

円
▼
雇
用
・
：
登
録
者
の
中
か
ら
２
　

要
に
応
じ
て
選
考
▼
申
し
込
み
・
・
・

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
は
り
、

保
母
資
格
の
あ
る
人
は
そ
の
旨
を

書
い
て
、
保
育
課
（
豊
内
線
2
3

2
4
J
へ
。

消
費
者

コ
ー
ナ
ー
　

　
甘
い
言
葉
や
う
ま
い
も
う
け

話
で
相
手
に
近
付
き
、
信
用
さ

せ
た
ス
キ
に
財
産
奎
警
滋
質

商
法
。
そ
の
手
口
は
年
々
巧
妙

さ
か
増
し
、
被
害
の
範
囲
も
広

か
っ
て
い
ま
罵

　
　
『
自
分
だ
け
は
大
丈
き
と

だ
れ
も
が
思
っ
て
い
る
で
し
。

う
。
し
か
し
、
実
際
、
不
意
に

自
宅
を
訪
問
さ
れ
た
り
呼
び
出

洽
れ
た
り
し
て
、
言
葉
巧
み
に

勧
誘
さ
れ
る
と
、
考
え
る
時
間

か
痔
て
な
い
ま
ま
、
つ
い
契
約

し
て
し
ま
シ
と
い
う
こ
と
が
少

な
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度

中
学
校
卒
業
程
度
の
認
定
試
験
を

行
い
ま
す
。
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
人
は
、
高
等
学
校
入
学
資
格
が

得
知
皇
子
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
１
９
一
日
廊
▼
と
こ

ろ
・
：
京
都
府
庁
第
３
号
館
▼
申
し

込
み
・
：
９
月
８
日
困
ま
で
に
京
都

府
教
育
庁
指
導
部
学
校
教
育
課

　
（
ａ
０
７
５
一
４
１
４
一
5
8
4

0
）
へ
。

用
匹
皇
子
。
し
ま
っ
た
と
思

っ
た
時
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
１
　
か
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
も
、
す
べ
て
の
商
品
に
適
用

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
商
法
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い

こ
の
よ
シ
な
手
口
に
乗
せ
ら
　
こ
と
が
先
決
で
す
。

　
中
央
図
書
館

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
１
１
日
出
・
2
5
日

出
、
午
後
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ

ろ
・
：
中
央
図
書
館
▼
内
容
・
・
・
読
み

聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど
▼
対
零
：

―
歳
以
上
▼
問
営
Ｂ
や
：
同
館

　
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。
参
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
中
央
図
書
館

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
…
８
月
2
1
日
出
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
▼
対
象
・
：
子
供
か
旱
ハ
人

ま
で
▼
内
容
・
：
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
、
手
あ
そ
び
ほ
か
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
阿
部
順
子
さ
ん
（
a
2
4
・

8
2
2
0
）
へ
。
参
加
は
無
料
、

直
屋
蕩
へ
。学

ぶ

夏
休
み
親
子
消
費
者
教
室

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
８
月
1
9
日

出
＝
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン

タ
ー
、
2
0
日
白
土
思
落
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
対
乖
・
・
市
内
在

し
示
ｙ
。
身
分
、
用
件
を
は
っ

き
昨
聞
き
、
名
刺
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
か
石
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は

　
ド
ア
閉
め
て

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
家
に
入

る
ス
キ
か
畑
一
っ
て
い
ま
す
。
簡

単
に
入
れ
な
い
ぷ
フ
に
。

合
成
着
色
料
入
り
心
あ
め
で
毛
糸
が
こ
ん
な
に
染
ま

る
な
ん
て
・
よ
昨
年
ｓ

住
の
小
・
中
学
生
と
親
（
小
学
４

年
生
以
上
は
子
供
だ
け
の
参
加
も

可
）
▼
定
員
・
・
・
各
先
着
4
0
人
▼
内

壁
：
○
映
画
「
未
来
へ
の
約
束
」

見
晟
着
色
料
の
検
出
実
験
▼
申

し
込
み
・
：
商
工
課
（
容
内
線
2
2

1
8
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

女
性
問
題
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

国
際
社
会
に
目
を
向
け
よ
う

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
８
月
2
6
日

團
４
　
召
公
民
館
、
。
2
7
9
　
倒
＝
西

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
。

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時
▼
内

容
・
・
・
府
内
の
大
学
の
留
学
生
「
京

都
府
名
誉
友
好
大
使
」
と
の
交
流

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
女
性
政
策
室

　
（
容
内
線
2
0
9
1
）
へ
。
参
加

は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

そ
ダ
奪
お
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。

預
金
な
ど
の
蓄
え
蔵
シ
か
つ

に
話
さ
な
い
ぶ
フ
に
。

⑤
勇
気
出
し
は
っ
き
り
言
お
う

　
「
い
り
ま
せ
ん
」

　
中
途
半
端
に
返
事
せ
ず
、
自

分
の
意
思
を
ほ
っ
き
り
と
伝
え

ま
し
ょ
う
。

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
ろ
う

れ
て
契
約
し
て
も
。
八
日
以
内

に
書
面
で
通
知
す
れ
ば
、
無
条

件
で
解
約
で
爆
示
ｙ
。
こ
の
制

度
は
、
「
頭
を
冷
や
し
て
考
え

直
す
」
と
い
う
意
味
で
「
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
に
適

だ
ま
さ
れ
な

1
0
力
条

い
た
め
の

①
何
の
用
？
　
し
っ
か
り
聞
こ

　
う
、
．
身
分
と
用
件

　
悪
質
業
者
は
身
分
か
偽
つ
た

り
、
販
売
の
目
的
公
聴
し
た
り

③
「
も
う
か
り
ま
す
」
そ
ん
な

　
言
葉
に
ご
用
心

　
う
ま
過
ぎ
る
話
は
疑
っ
て
か

か
る
こ
と
。

④
怪
し
い
ぞ
　
ひ
と
の
フ
ト
コ

　
ロ
聞
く
巣
者

　
悪
質
業
者
は
、
財
産
か
根
こ

⑥
し
つ
こ
い
相
手
に
竺
一
〇

　
番

　
居
座
β
れ
た
り
し
つ
こ
く
さ

れ
た
詐
し
た
時
に
は
、
思
い
切

っ
て
一
一
〇
番
琉

⑦
迷
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

　
ま
ず
相
騨

″四の皿い
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n
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3
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３
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４
１
　
１
ゆ
　
ｉ
一
　
幸
一
　
一
一
　
一
Ｉ

　
　
　
９
　
水
土
　
1
8
　
9
　
1
8
　
1
3
　
1
8

日
火
金
土
　
金
　
　
　
木
　
　
　
木

　
　
・
い
　
Ｉ
　
　
１
　
日
　
・
　
日
　
・

曜
月
木
水
　
火
　
　
　
月
　
　
　
月

　
　
　
３
　
　
　
１
　
８
　
　
　
１
　
０

間
｀
八
一
月
’
ぶ
’
々
ヽ
か
｀
同
｀
応

期
2
9
8
1
0
3
9
5
1
1
6
1
0
1
9
1
0
2
9

　
。
／
　
Ｚ
　
／
　
／
　
／
　
／
　
／
’

　
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９

名
。
聊
。
力
。
剛
よ

　
　
プ
初
プ
ラ
プ
活
コ
初
コ
ｍ
一
コ
Ｄ
コ
初

座

一
く
一
に
一
級
ソ
ぐ
ソ
刄
ソ
心
ソ
胴

講

ワ
　
ワ
吻
ワ

呻

パ
　
パ
Ｅ
パ

に

パ

　
O
A
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
酋
4
6
・
0
6
8
8
）
で
は
、
右

表
の
講
座
の
受
講
蚤
寡
集
し
ま

す
。

　
聴
覚
言
語
障
害
者

　
社
会
見
学

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
５
日
㈲
、
午
前

７
時
半
～
午
後
６
時
▼
内
容
・
・
・
美

浜
原
子
力
発
電
所
（
福
井
県
三
方

郡
）
や
地
場
産
業
な
ど
の
見
学
▼

対
象
…
市
内
在
住
で
聴
覚
言
語
に

障
害
が
あ
る
人
▼
定
員
・
：
先
着
4
0

人
▼
参
加
費
・
：
1
5
0
0
円
（
昼

食
代
）
▼
申
し
込
み
・
：
８
月
2
1
日

出
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
フ
″
ク

ス
番
号
を
記
入
し
、
襲
殺
育
課

　
業
者
の
言
葉
衆
っ
の
み
に
せ

ず
、
第
三
者
の
意
見
を
聞
い
て
。

⑧
サ
イ
。
ン
し
て
、
後
で
し
ま
っ

　
た
も
う
遅
い

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明
と
契

約
書
の
内
容
が
違
ラ
場
合
も
。

サ
イ
ン
す
る
時
は
十
分
注
意
鴛

⑨
契
約
は
し
て
も
お
金
は
後
払

　
い

　
払
っ
て
し
丞
？
と
、
解
約
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑩
あ
な
た
で
す
／
・
　
あ
な
た
の

　
財
産
守
る
の
は

　
結
局
、
自
分
の
財
産
を
守
れ

る
の
は
自
分
だ
け
な
の
で
す
。

　
悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
は

消
費
生
活
相
談
室
（
商
工
課
内
、

萱
内
線
２
２
１
８
）
へ
。

　
（
フ
ァ
ク
ス
2
2
・
3
0
4
0
）
へ
。

　
視
覚
障
害
者
ヨ
ー
ガ
教
室

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
８
月
2
9
日

間
―
宇
洽
公
民
館
、
９
月
５
日
面

＝
総
合
福
祉
会
館
。
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
対
象
…
市
内
在

住
で
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
と
介

護
者
▼
定
員
・
・
・
先
着
2
0
人
（
介
護

者
含
む
）
▼
申
し
込
み
…
８
月
2
0

日
面
ま
で
に
襲
殺
育
課
（
容
内

線
2
6
1
6
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

で
き
る
だ
け
２
回
と
も
参
加
鴛

　
健
康

　
示
球
白
太
　
　
　
　
｀
’

　
Q
O
H
実
践
教
室

　
健
康
運
動
金
光
旧
定
着
さ
せ

る
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
ー
ヘ
ル

ス
の
向
上
の
た
め
の
教
室
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
1
0
日
面
・
2
4
日

面
、
1
0
月
2
0
日
叫
1
2
月
３
日
面

・
1
4
日
当
午
後
Ｌ
時
～
４
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
早
治
保
健
所
か
太
陽
が

丘
体
育
館
▼
内
容
・
・
・
個
人
総
合
診

テ

レ

ビ

広

報

　
市
と
腰
暑
老
会
で
は
、
今

年
も
老
人
大
学
を
閤
京
子
。

こ
れ
は
、
新
し
い
知
識
や
教
養

夕
身
に
付
け
、
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
遥
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
ら
も
の
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
未
了
。

断
、
講
義
・
実
技
な
ど
▼
対
象
・
・
・

6
0
歳
ま
で
の
健
康
な
成
人
で
全
回

参
加
で
き
る
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
2
0

人
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
所
（
容
2
1
・

2
1
9
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

　
肥
満
親
子
教
室

。
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
9
日
閑
、
午
後

１
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
保
健
所
▼
対
象
・
：
肥
満
ま
た
は

そ
の
傾
向
に
あ
る
１
　
Υ
就
学
前

の
幼
児
と
そ
の
親
▼
内
容
…
親
１

小
児
科
医
に
よ
る
講
演
ほ
か
、
子

＝
保
母
と
の
遊
び
▼
申
し
込
み
…

1
8
日
出
ま
で
に
同
所
（
公
2
1
・
２

１
９
１
）
へ
。

参
加
は
無
料
。

市
の
Ｂ
　
ｊ
み
６

ヽ
ど
Ｋ
　
°
け
込
○

は
な
　
ヽ
の
だ
し
２

Ｊ
動
回
も
Ｓ
申
線

治
活
４
る
Ｈ
　
・
内

申
民
年
い
Ｖ
す
昔

か
市
　
ヽ
て
ぐ
ま
ぐ

や
　
ヽ
め
し
オ
い
課

わ
ト
と
映
デ
て
報

さ
ン
ま
放
ビ
し
広

Γ
べ
に
で
の
出
は

報
イ
間
ビ
こ
し
せ

広
や
分
レ
　
ヽ
貸
わ

ビ
き
1
5
テ
は
で
合
　
・

レ
動
を
都
で
料
い
ヘ

テ
の
報
京
市
無
問
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政
情
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リ
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散
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ズ
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１
皿
ｉ
　
四
↓
八

呂
三
　
ｙ
　
二
三
　
警

　
開
　
ｔ
　
　
ス
　
　
心
　
父
　
世
　
　
長
　
閉

日
　
　
固
　
　
　
伽
　
　
俐
　
　
　
廊
　
　
　
　
出

　
　
４
　
　
　
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｄ

l
＼

Ｃ
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２
　
　
　
Ｃ
Ｍ
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C
M

C
M

Ｃ
Ｍ

月
　
　
／
　
　
　
／
　
　
／
　
　
　
／
　
　
　
／

　
　
C
O

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

０
０

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と

お
り
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半

1
1
1
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・
市

内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
人
▼
定

員
・
・
・
先
着
1
3
0
叉
▼
受
講

料
・
：
１
０
０
円
（
開
講
日
当
日

の
持
参
可
）
▼
申
し
込
み
…
８

月
2
0
日
廊
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
で
市
腰
暑
老
会
事
務

局
（
干
ｍ
宇
治
琵
琶
4
5
・
総
合

福
祉
会
館
内
、

‘
容
2
4
・
0
1
8

7
）
へ
申
し
込
ひ
か
、
近
ぐ
の

地
区
喜
老
会
会
長
へ
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

－

受
け
て
い
な
い
人
は
認
定
請
求
を

受
け
て
い
る
人
は

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を

　
受
給
資
格
の

　
認
定
請
求
を

　
児
童
扶
塁
ぶ
は
、
離
婚
な

芦
で
父
と
暮
ら
せ
な
い
児
童
の

母
、
父
が
身
体
な
ど
に
重
度
の

障
害
の
あ
る
児
童
の
母
、
ま
た

は
そ
う
い
っ
た
児
童
を
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
重

い
障
害
や
病
気
を
持
つ
児
童
を
、

家
庭
で
育
て
て
い
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
幻
る
養
育
者
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

ど
ち
ら
も
福
祉
総
務
課
母
子
児

童
係
（
き
内
線
２
３
０
７
、
2

3
0
8
）
へ
認
定
の
請
求
穴

た
だ
し
、
支
給
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
康
司

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
一

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す

る
ぶ
つ
に
な
っ
た
人
は
、
要
件

に
該
当
し
て
か
ら
五
年
を
過
ぎ

る
と
、
請
求
が
で
き
な
ぐ
な
り

ま
す
。
詳
し
ぐ
は
同
係
へ
問
い

合
わ
せ
穴

2
3

2

ご参加ください

　老人大学

８月２０日まで

に申し込みを
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一

Ｅｍ心Åり１心ふ
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｀

市
民
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
ヽ
ｊ

　
　
ｊ
回
－
（
雷

　
お
知
ら
せ

　
第
3
8
回
　
宇
治
塔
の
島

　
全
国
有
名
盆
踊
り
大
会

　
こ
の
機
会
に
、
全
国
の
代
表
的

な
盆
踊
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
８
丹
1
8
日
困
、
午
後

６
時
2
0
分
ｙ
９
時
▼
と
こ
ろ
・
：
塔

の
島
▼
内
容
・
・
・
島
根
の
石
見
神

楽
、
徳
島
の
阿
波
認
り
ほ
か
ｙ
問

い
合
わ
苓
・
・
観
光
協
会
（
豊
2
3
・

3
3
3
4
）
へ
。

　
中
学
卒
業
認
定
試
験

　
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を

猶
予
・
免
除
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、

　
　
｀
ｌ
″
　
　
　
ｙ
一

図
書
館

　
゛
。
～
９
　
　
諮

　
夏
休
み
こ
ど
も

　
カ
ウ
ン
タ
ー

　
夏
休
み
の
宿
題
、
自
由
研
究
、

読
書
に
つ
い
て
な
ど
、
本
に
関
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も
、
気
軽
に
相

談
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
7
日
㈹
～
2
0
日

面
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正

午
～
午
後
Ｌ
時
は
除
く
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
▼
問
い
合
わ
せ

・
・
・
同
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届
は

8
/
2
7
(
金
)
ま
で
に
提
出
を

　
現
在
、
児
童
扶
養
孟
翠
受

け
て
い
る
人
は
現
況
届
を
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
夕
受
け
て
い

る
人
（
支
給
停
止
の
人
も
含
む
）

は
所
得
状
況
届
を
、
八
月
二
十

七
日
励
ま
で
に
、
同
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な

い
場
合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
音
で
だ
さ
い
。

詳
し
ぐ
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ

を
。

－

「さわや

か宇治」
ビデオお貸

しします
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